
日時：令和 2年 11月 2日（月）8：30～9：20

場所：名寄庁舎 4階大会議室

１ 開 会

２ 市長あいさつ

・１１月に入り寒さが厳しくなり冬の準備をしていく時期となった。先日、東京なよろ会の皆様が３５

周年を記念してカーリング少年団に用具を寄贈いただいた事に感謝。

・市内では文化祭が開催されて非常に多くの方に来場いただいた。また、展示されている作品を見ると

非常にレベルの高い作品が多くあった。明日の発表会ではコロナ対策を実施しての開催となる。

・文化祭の会場では合同墓の受付開始時期について問い合わせをいただいた。新聞報道等により問い合

わせが増えており、あらためて市民の関心の高さを感じた。来年４月の供用開始に向けて準備をお願

いする。

・菅政権発足から初めてとなる臨時国会が開催されており、所信表明の中でコロナ対策と経済の両立や

デジタル社会の実現などが挙げられている。特に北海道において感染拡大が広がっているので注意喚

起が促されていることから、今後の冬のイベント開催に向けて対応できるよう準備をお願いする。

・これから新年度の予算編成作業が始まる。限られた財源の中でやりくりすることとなり、エビデンス、

方針、そして市民ニーズに基づいた予算の議論をお願いする。

３ 市長・副市長の動静

教育委員会関係行事予定

・市長・副市長の動静及び教育長の動静について連絡がありました。

４ 協議事項・報告事項

（１）令和２年第１回定例会における検討事項の処理顛末について

・検討事項の処理顛末について、担当部局より報告がありました。

No 件 名 担当部

1

○今後の高齢者福祉施策の考え方について

・第８期高齢者保健医療福祉計画・介護保険事業計画の策定を進めており、ニーズ調査やアンケ

ート調査の結果を計画に反映することとしている。

・地域課題の一つである「除雪」について除雪助成券交付事業を実施しており、対象者がより多

く利用していただけるよう周知・広報活動の強化を図る。

・名寄地区の手作業等による狭隘門口の除雪については、作業可能な事業者がなく、事業の拡大

は難しいと考えられるが、他の方法で実施可能か検討。

健康福祉部

2

○中心市街地の活性化への取り組みについて

・「名寄市ずっと住まいる応援事業」R2 年度実績（9月 30 日時点）

・交付決定 168 件（うち居住誘導区域加算 39 件）

「名寄市商工業振興基本計画（仮称）」（以下、「基本計画」）について、本年 7月 28 日に名寄市

中小企業振興審議会検討部会を設置、10 月 15 日に第 2 回の部会を開催し、実質的な審議を開

始した。令和 3年第 3回定例会前にパブリックコメントを実施し、同定例会で提案予定。周知

期間を経て、令和 4年 4 月施行予定。

基本計画策定の審議に併せて、店舗支援事業などの中小企業向け支援メニューの見直しを行う

こととしており、中心市街地活性化に繋がるよう検討する。

まちづくり会社が設立されたことから、今後、中心市街地活性化に資する取組について、市に

提案されるとのことであり、庁内関係部署が連携して対応していく。

経済部



（２）令和２年度予算審査特別委員会における検討事項の処理顛末について

・検討事項の処理顛末について、担当部局より報告がありました。

５ 連絡事項・その他

（１）指定管理者制度に関する運用指針（素案）について【総務部】

・内容について説明がありました

（２）公金口座振込送信システムの変更について【会計室】

・内容について説明がありました

６ その他

・令和３年度予算要求について説明がありました【総務部】

７ 閉 会

＜加藤市長から＞

・本日からまちづくり懇談会が始まる。市民から頂いたご意見やご提言は組織やまちづくりの糧となる

ことから、前向きな議論をお願いする。

・明日は文化の日、文化賞の授賞式が行われる他、それぞれの地域で催しが行われていることから積極

的な参加をお願いする。

令和 2 年 12 月 7 日（月）8:30～10:00 開催予定です。

（ご案内は 11月中旬にメッセージにてお知らせします）

No 件 名 担当部

1

○新型コロナウイルスの影響により外国人技能実習生が来られない状況に対する今後の支援の

考えについて

・労働力不足への対応については、知人・血縁者やワーキングホリデー及び派遣労働者を雇用し

労働力が確保された。また、掛かり増し経費については、国の事業を活用し負担軽減に取り組

まれている。（内訳全 27 戸：知人等 7戸、ﾜｰｷﾝｸﾞ 14 戸、派遣 9戸）その結果、作付けへの影

響は限定的なものとなった。

・来年について、徐々に入国制限が緩和されていることと、派遣労働の場合にかなりコストが嵩

むことから、技能実習生の受入れを基本に検討が進められている。

・JA との協議では、住宅の老朽化が課題として挙げられており、既存住宅の改修や新たな住居の

確保など、継続して検討していく。

経済部


